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◇
須
恵
　
川
内
〜
熊
本
線 

　
　
　
　
　
道
路
改
良
工
事 

　
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、

上
須
恵
郵
便
局
か
ら
須
恵
〜

井
尻
線
ま
で
が
、
朝
夕
車
両

進
入
禁
止
と
な
っ
て
お
り
、

本
路
線
を
通
過
コ
ー
ス
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
路
線
は
、
生
活
道
は

も
と
よ
り
、
通
学
路
に
も
指

定
さ
れ
て
お
り
、
児
童
の
通

学
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す
。 

　
農
業
用
水
路
を
改
良
す
る

こ
と
に
よ
り
、
歩
道
を
整
備

し
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
も
の
で
す
。 

　
昨
年
度
よ
り
の
継
続
で
、

今
年
度
が
最
終
事
業
で
す
。 

　
工
事
長
二
三
五
メ
ー
ト
ル
、

排
水
工
・
擁
壁
工
・
塗
装
工
・

交
通
安
全
施
設
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

　
事
業
費
は
、
一
千
六
百
万

円
で
一
般
財
源
を
充
て
て
い

ま
す
。 

道
路
改
良 

１
、６
０
０
万
円 

◇
須
恵
　 

　
新
城
山
た
め
池
改
修
工
事

　
老
朽
化
に
伴
い
、
た
め
池

の
堤
体
改
修
を
行
う
も
の
で

す
。 

　
工
事
長
七
二
・
五
メ
ー
ト

ル
、
グ
ラ
ウ
ト
工
、
工
事
用

仮
設
道
路
工
等
で
事
業
費
は

一
千
五
百
万
円
で
、
県
補
助

金
七
百
二
十
五
万
円
、
一
般

財
源
七
百
二
十
五
万
円
で
す
。 

   

　
現
在
の
須
恵
町
立
武
道
場

は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
に

開
場
し
今
年
で
三
十
三
年
目

を
迎
え
ま
す
。 

　
当
時
は
、
糟
屋
郡
内
で
も

初
の
武
道
専
用
道
場
と
し
て

各
町
か
ら
注
目
さ
れ
る
施
設

で
し
た
。 

　
そ
れ
ま
で
の
柔
道
・
剣
道

の
練
習
会
場
と
い
う
と
、
現

在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
旧
須
恵
第
一
小
学

校
の
講
堂
（
健
康
会
館
）
を

利
用
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
昭
和
四
十
二
年
、
当
時
の

指
導
者
の
熱
意
に
よ
り
小
・

中
学
生
を
中
心
に
「
須
恵
剣

友
会
」
が
結
成
さ
れ
る
と
部

員
数
も
年
々
増
加
し
、
武
道

普
及
の
た
め
の
専
用
道
場
を

と
い
う
声
が
上
が
り
、
昭
和

四
十
八
年
に
総
工
費
一
千
七

百
七
万
円
、
面
積
三
三
〇
・

五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
町
立
武

道
場
の
建
設
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。 

　
昭
和
四
十
九
年
三
月
竣
工

後
は
、
主
に
剣
道
場
と
し
て

使
用
さ
れ
中
学
校
の
部
活
動

や
剣
友
会
、
一
般
の
剣
道
愛

好
家
の
道
場
と
し
て
連
日
利

用
さ
れ
、
現
在
で
は
そ
う
い

っ
た
武
道
の
ほ
か
に
も
ダ
ン

ス
や
体
操
教
室
等
の
利
用
も

あ
っ
て
い
ま
す
。 

　
築
二
十
年
を
迎
え
、
平
成

六
年
度
と
平
成
十
一
年
度
に

一
部
増
改
築
工
事
と
屋
根
の

塗
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
が

あ
ま
り
に
も
劣
化
が
ひ
ど
く

再
度
、
改
修
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

　
工
事
内
容
と
し
て
は
、
錆

等
で
の
腐
食
が
激
し
い
屋
根

工
事
・
外
壁
の
塗
装
・
鋼
製

建
具
の
一
部
改
修
・
撤
去
と

あ
わ
せ
て
鳩
の
糞
被
害
対
策

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
費
は
、
一
般
財
源
一

千
三
百
万
円
で
す
。 

 （
全
員
賛
成
で
可
決
） 

た
め
池
改
修 

１
、５
０
０
万
円 

◇
植
木
　
内
原
〜
大
谷
線 

道
路
改
良
工
事 

　
本
工
事
は
、
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク
わ
か
す
ぎ
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
歩
行
者
の
安

全
お
よ
び
交
通
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
に
整
備
を
行
な
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
施

工
に
つ
い
て
は
、
十
九
〜
二

十
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て

工
事
長
一
八
六
メ
ー
ト
ル
、

擁
壁
工
・
排
水
工
・
仮
設
工
・

舗
装
工
等
の
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

　
事
業
費
は
、
二
億
三
千
七

百
万
円
で
財
源
は
、
清
掃
施

設
組
合
の
受
託
事
業
で
す
。 

 (

全
員
賛
成
で
可
決)

受
託
事
業 

２
億
３
、０
０
０
万
円 

◇
旅
石 

　
　
　
新
屋
敷
堰
改
修
工
事

　
昭
和
四
十
五
年
、
農
業
用

水
取
水
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
た
堰
で
台
風
五
号
（
十

九
年
八
月
五
日
）
に
よ
り
河

川
増
水
に
よ
り
、
堰
の
固
定

部
六
箇
所
の
う
ち
五
箇
所
に

お
い
て
破
損
し
堰
の
ね
じ
れ

が
生
じ
、
起
伏
・
転
倒
の
操

作
が
正
常
に
作
動
し
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
台
風
・
大
雨
に
よ

り
二
次
災
害
等
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で

緊
急
に
改
修
工
事
を
行
う
も

の
で
す
。 

　
事
業
費
は
一
千
八
百
万
円

で
、
一
般
財
源
に
よ
り
施
工

し
ま
す
。 

堰
（
い
ぜ
き
）
改
修 

１
、８
０
０
万
円 

総務建設産業  
委員会  レポート 

総務建設産業  文 教 厚 生  文 教 厚 生  

知的障害者福祉工場知的障害者福祉工場を視察視察 知的障害者福祉工場を視察 

破損した（写真右側）新屋敷堰 

現地を確認する議員団（川内～熊本線） 

劣化が激しい町立武道場 

武
道
場
改
修 

１
、３
０
０
万
円 

　
知
的
障
害
者
福
祉
施
設 

「
レ
ス
ト
ラ
ン
ゆ
ず
の
き
」へ

視
察
に
行
き
ま
し
た
。 

　
障
害
者
の
方
々
の
〝
居
場

所
〞
を
つ
く
り
た
い
と
の
思

い
で
「
柚
子
の
木
福
祉
会
」

が
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
。 

　
障
害
者
の
方
々
の
食
材
を

切
る
姿
・
食
器
を
洗
う
姿
・

フ
ラ
イ
パ
ン
で
調
理
す
る
姿

等
が
外
か
ら
一
目
で
見
渡
せ

る
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
に
設

計
さ
れ
て
お
り
、
店
内
も
車

イ
ス
が
通
れ
る
よ
う
広
い
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

　「
ゆ
ず
の
き
」
に
は
、
現

在
三
十
人
の
障
害
者
の
方
々

が
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
一
人
の
方
が
「
皆
で
支
え

あ
い
、
仲
間
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
社
会
参
加
を
促
す
施
策
が

相
次
い
で
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
現
状
は
厳
し
く
、
自
信
を

持
っ
て
働
い
て
い
る
一
人
一

人
の
姿
を
見
て
い
る
と
〝
居

場
所
〞
の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。 

レストラン「ゆずのき」 


